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第
綿
回
岡
山
地
区
民
大
運
動
会
で
楽
し
む

大
旦
町
会
健
闘
す
る
も
第
七
位

十
月
十
三
日
、
青
く
晴
れ

渡
っ
た
岡
山
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
岡
山
地
区
民
大
運

動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配

が
あ
り
、
撞
目
を
減
ら
し
て

実
施
し
た
た
め
、
競
技
は
十

二
時
で
終
了
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
十
町

会
で
、
優
勝
し
た
の
は
舘

越
町
会
、
準
優
勝
は
上
条

町
会
、
三
位
は
高
畑
町
会

で
し
た
。
大
旦
町
会
は
健

闘
空
し
く
、
七
位
に
と
と

ま
り
ま
し
た
が
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
大
旦
の
看
板
を

背
負
い
、
必
死
に
な
っ
て

頑
張
り
ま
し
た
。

「
岡
山
か
か

し
」
で
は
、
前

育
成
部
長
の
阿

部
剛
宗
さ
ん
が

か
か
し
役
に
な

り
、
可
愛
ら
し

い
か
か
し
に
な

り
ま
し
た
が
、

残
念
な
こ
と
に

入
賞
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

大
会
の
花
で

あ
る
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
行
わ
れ
た

「
町
会
対
抗
リ

レ
ー
」
で
特
筆

す
べ
き
は
、
大

槻
研
司
町
会
長

の
賢
明
な
走
り

で
し
た
。
(
下
の

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

大
里
チ
ー
ム
が
バ
ト
ン

を
う
ま
く
つ
な
ぎ
、
め
で

た
く
二
位
に
入
賞
し
、
み

ん
な
で
大
い
に
喜
び
合

い
ま
し
た
。
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第
二
回
役
員
会
開
く

十
月
六
日
第
二
回
役
員
会
を
開
き
、

左
話
の
件
に
つ
い
て
擾
議
し
ま
し
た
。

最
初
に
各
部
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、

今
後
行
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
提
案

し
、
協
議
し
ま
し
た
。

①
春
日
神
社
例
祭
(
十
月
十
九
日
̃
二

十
日
)
の
対
応

②
も
ち
ず
り
地
区
文
化
祭
(
十
一
月
三

日
)
へ
の
出
展

③
ゴ
ミ
S
丁
の
清
掃
確
認
記
録
簿
の

破
損
や
紛
失
時
の
対
応

④
集
会
所
清
掃
(
十
月
二
十
七
日
)

⑤
全
市
一
斉
清
掃
(
十
一
月
一
二
日
)

な
お
、
桜
土
手
花
壇
付
近
の
桜
の
大

木
が
根
元
か
ら
腐
り
、
通
行
人
や
車
両

へ
の
事
故
が
懸
念
さ
れ
、
福
島
市
へ
伐

採
す
る
よ
う
要
請
中
の
と
こ
ろ
、
十
一

月
に
伐
採
す
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。




